
○ 日本の総人口は、2010年の1億2,800万人をピークに減少局面に入り、2060年には約9,300万人、2110年には約5,300万人に減

少する見通し。

○ 2015年の人口構成では、今後の日本社会を支える若手(15才～18才)層は､団塊世代層（６４才～６７才）の６割弱の水準。

人口減少・高齢化と年齢階層別の建設技能労働者数
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資料：国立社会保障・人口問題研究所 「日本の将来推計人口（平成29年推計）」

団塊世代層の６割弱の水準
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